
 

 

2013 年 8 月 1 日 

一般社団法人 南三陸町観光協会 / 日本アムウェイ合同会社 
 

 

コミュニティ再興を目指し、8 月 1 日宮城県・南三陸町に 
 

「南三陸ポータルセンター アムウェイ ハウス」 

オープニング記念イベントを実施 
8 月 1 日（木） 12：30～（12：00 開場） 於 南三陸ポータルセンター アムウェイ ハウス 

 

地元子どもたちなど総勢 370 人以上が集結 新しい交流の拠点へ 
 

一般社団法人 南三陸町観光協会（宮城県本吉郡南三陸町志津川字御前下 59-1/ 代表理事 阿部  

隆二郎）と日本アムウェイ合同会社（本社：東京都渋谷区宇田川町 7-1/社長：マーク・バイダーウィーデン）

は、8 月1 日に宮城県に「南三陸ポータルセンター アムウェイ ハウス」（以下アムウェイ ハウス）をオープン

し、それを記念したオープニングイベントを開催致しました。 
 

屋外で行われたオープニングセレモニーでは、来賓並びに各社代表の挨拶のほか、地元の子どもや 

応援に駆け付けたゆるキャラ、オクトパス君とむすび丸を交えたテープカットが実施されました。 
 

本施設の完成を祝して、米国大使館 マーク・J・ディビッドソン広報・文化交流担当公使より、日米の 

パートナーシップを育てる約束の象徴としたハナミズキ贈呈の目録が手渡され、南三陸町並びに南三陸 

観光協会からも感謝状の返礼が行われました。植樹セレモニーでは会場が暖かい拍手に包まれました。 
 

セレモニー終了後、地元子どもたちやディストリビューターなど会場に集まった総勢 370 人を越える出席者

に、南三陸さんさん商店街より焼きそばやサンドイッチなどの軽食がふるまわれたほか、会場を本施設屋内

に移し、マジックショーや津軽三味線のミニコンサートを実施し、学んで楽しめる南三陸の新しい交流の拠点

としてのアムウェイ ハウスを体験していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参列者挨拶】 

1．来賓代表 南三陸町 佐藤仁町長 

多くの方々に足を運んで頂いたことに感謝の意を表すとともに、今回のプロジェクトに至った経緯を述べ 

ました。これからの南三陸町を復活させるためには大きな活力が必要で、本施設がそれを叶えてくれる 

大きな役割を担ってほしいと強い意志を述べました。今後もたくさんの人たちに足を運んでほしいと会場に 

集まった方々に呼びかけました。  

 

2．寄贈者・主催者 日本アムウェイ マーク・バイダーウィーデン社長 

復興活動に勇気を持って取り組む南三陸町の方々に敬意と感謝の意を表しました。新しい長期的コミット 

メントとして、南三陸町から被災地全土へ今後エリアを広げていくことを発表し、本施設が”Remember Hope”

「希望を忘れない」という決意の現れとするとともに、アムウェイと南三陸町のコミュニティがつながる 

きっかけとなって欲しいという意志を述べました。また、地元の子どもたちへのお土産として、関係者から 

集めた児童書約 1000 冊を寄付したことを報告し会場に集まった子どもたちを喜ばせました。 

報道関係者各位 

※画像貼付予定 

テープカットの様子 



 

3．南三陸町観光協会 阿部隆二郎代表理事 

震災後、17,000 人いた人口が 10,000 人を割り、交流人口を増やしていくことが重要課題となった南三陸町で、

本施設が未来を担う子どもたちのために有意義な交流の場となることを目指したいと決意を表明しました。 

 

4．米国大使館 マーク・J・ディビッドソン広報・文化交流担当公使 

南三陸町や東北の方々の立ち上がる力に勇気づけられない日はないと、被災地の方々へ敬意を表すととも

に、震災の支援活動に米国が協力したことをきっかけに日米の若者がより強いパートナーシップを持ち 

「より強い東北」「より強い日本」へと今まで以上に発展していければという意志を述べました。また、パート 

ナーシップを育てる約束の象徴として米国のハナミズキを贈呈しました。 

 

【南三陸ポータルセンター アムウェイ ハウスについて】 

「南三陸ポータルセンター」（宮城県本吉郡南三陸町志津川御前 51-1）は、南三陸町住民や訪れた観光客

への情報発信と交流の場として建設が進んでいます。その一部として日本アムウェイの寄贈により 

アムウェイ ハウスが完成いたしました。南三陸町観光協会の事務所が常設され、南三陸町視察の受け 

入れや、自然体験プログラムが実施されます。南三陸町観光協会が主催する行事のほか、アムウェイの 

ネットワークにより全国からボランティアを募る形でイベントを開催し、子どもたちが学び楽しめる体験の場、

家族や友人が集い、共通の時間を過ごせる場を提供していきます。 

 

【アムウェイ ハウス今後の予定】 

・8 月 8～9 日 福島キッズプログラム実施 

福島県で生活する家族を招待。外で思い切り遊ぶことのできない子どもたちに野外体験やアムウェイ  

ハウスを利用した体験学習の機会を提供 

・8 月 10 日 夏休み自由研究 南三陸とあそぼ 

夏休みの自由研究のヒントを提供。「うみのｽﾎﾟﾝｼﾞぬりえ」「ﾐﾆきりこづくり」「ばくだんおにぎり」「けしごむ 

ハンコではがきづくり」 

・9、10 月中旬 ハナミズキ植栽 

日本から米国、首都ワシントン D.C.に寄贈した桜の木の返礼として贈られてきたハナミズキを南三陸町 

さんさん商店街とポータルセンターを結ぶ道路脇に植樹予定。 

 

当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目録・感謝状贈呈 ハナミズキ植樹セレモニー 

当日集まった子どもたちの様子 アレマー玉井 マジックショー 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施概要 

■名 称 ： 「南三陸ポータルセンター アムウェイ ハウス」オープニング記念イベント 

■開催日程 ： 2013 年 8 月 1 日（木） 12:30～15:00 

■開催会場 ： 南三陸ポータルセンター アムウェイ ハウス 

     （宮城県本吉郡南三陸町志津川御前 51-1） 

■参 列 者 ： 南三陸町長 佐藤仁 

米国大使館広報・文化交流担当公使 マーク・J・ディビッドソン 

東海大学工学部建築学科教授 杉本洋文 

一般社団法人南三陸町観光協会 代表理事 阿部 隆二郎 

日本アムウェイ合同会社 社長 マーク・バイダーウィーデン  他 

■実施内容 ： 参列者挨拶／施設紹介／テープカット／目録・感謝状贈呈／ハナミズキ植樹セレモニー／ 

／屋内ステージアトラクション（マジックショー・アレマー玉井、津軽三味線ミニコンサート・ 

柴田三兄妹 等） 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

 

日本アムウェイ合同会社 コミュニケーション部 

エクスターナル・コミュニケーショングループ 青木 

住所：〒150-0042 東京都渋谷区宇田川町 7-1 

電話：03-5428-7721 Fax：03-5428-7934 

takashi_aoki@amway.com 

 

写真撮影会 柴田兄妹 津軽三味線ミニコンサート 


